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国連・国際機関で仕事をしたい⼈、集れ 
⻑い道のりへの準備

本⽇のセミナー 11⽉２５⽇に開催予定の「国連・国際機関で働きたい⼈のためのセミナー」の
プレ企画の位置づけ。JPO応募に関する詳細情報など”how to”情報は、当⽇、外務省国際機関⼈事センター
から⼊⼿してください。

国際的に活躍できる⼈
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1 国際的に活躍できる⼈材ってどんな⼈ 

まずは、英語（その他の国連公⽤語ができればなお良し）で仕事が出来ることは前提
ゆえ、個々ではコミュニケーションの⼿段である⾔語については触れない

共感⼒を発揮できる⼈
＝どのようなコンテキストの場⾯にも対応できる⼈
⇒ 3Esの法則

Empathy
共感⼒

Engagement
ミッション

Experience
経験



他⼈の⽴場に⽴って
ものを⾒、その⼈の
気持ちや感情に情緒
的に反応すること

The power of understandinｇ
and imaginatively entering into 
another person’s feelings

Identification with and 
understanding of another’s 
situation, feelings, and motives





どうすればEmpathyを養えるだろうか 

異⽂化間の
友情を育てる

個人レベル

友⼈の所属する集団全
体に対しても感情移⼊

できるようになる

異⽂化の捉え⽅に変化が起こり、
異⽂化全体に対しての偏⾒が払

拭できるようになる

異文化全体レベル集団レベル

Empathy

⼤学・地域社会で異
⽂化の友⼈を作る
⻘年交流事業に参加
してみる
留学して異⽂化に⾶
び込む
ホスト・ファミリー
を引き受けて異⽂化
の若者を受け⼊れる
るつぼ体験 

Engagement

国際交流・国際協⼒を通じて
ミッションの感覚が⽣まれる
地球上の⼈々は皆繋がっている
という実感が持てるようになる

Experience

様々な⽂化、コンテキスト
の間を⾃由に往来できる異
⽂化適応⼒を養う

国際社会を舞台として活躍する
準備が整った



ＥＸＰＥＲＩＥＮＣＥ

The accumulation of knowledge or 
skills that results from direct 
participation in events and activities 

To understand and adapt to the 
context of different societies and 
countries

Empathy and experience lead to 
engagement

⽇本⼈

中国⼈

アラブ⼈

ギリシャ⼈

スペイン⼈

イタリア⼈

イギリス⼈

フランス⼈

アメリカ⼈

スカンジナビア⼈

ドイツ⼈

ドイツ系スイス⼈

各国⼈のコンテクスト度

高

低



⽇本⼈

中国⼈

ギリシャ⼈
アラブ⼈

スペイン⼈
イタリア⼈

イギリス⼈

アメリカ⼈
フランス⼈

スカンジナビア⼈
ドイツ⼈

ドイツ系スイス⼈

ここでいう経験とは、

「空気を読む社会」と「⾔葉を媒介とする社会」の間を頻繁に⾏き来する
異⽂化全体に対して共感⼒を発揮できるようになる
これにより、やがて⾃分のコミュニケーション・チャンネルをTPOによって
⾃由⾃在に変えられるようになる



ＥＮＧＡＧＥＭＥＮＴ

The sense of commitment 
and responsibility 

Willingness to contribute to 
others as a member of 
society and the world

この感覚が⾃⾝の中に芽⽣えると、国際的に
活動していく準備が整ったサイン

国連・国際機関への就職は⻑い道のりだが、
ミッションの感覚があればブレない

３Esの法則は、年⽉と共に強化されていく



⽇本⼈の
私

３Esの例



２．国連へのアプローチは様々

第１の国連 第3の国連第2の国連

国際NGOs国家
国連事務局
専⾨機関

プログラム

国連において⾃国の国益
の最⼤化を図る

国連総会、安全保障理事会など
外交官、政府の国連代表部
各省からの出向

国際公務員として国連事務局、
専⾨機関、プログラム等で勤務

⼈類共通の利益を図る
任⽤には様々なルート
若者の登⽤はJPOが王道

世界中の現場の情報を共有する
重要なインフォーマント

国連憲章７１条の下、ECOSOC
と契約を締結し、オブザーバー
資格

議題提案、書⾯による意⾒具申

本⽇は、第２の国連で働くことを
中⼼にお話しましょう



３．国際公務員とは
国連およびその専⾨機関に勤める職員

中⽴の⽴場

事務局・地域事務所・フィールド

多岐にわたる業務

地球規模で取り組まなければならない課題の
増加と⽇本への期待

国連の設定する⼈数に達していない⽇本⼈の国際公務員の職員数

世界中の国々のために職
務に励みたい、と考えて
いる⽇本⼈にとっては

チャンス 



４．国際公務員になるための資格

⼤学院修⼠課程以上

分野は多岐にわたるが、
最低限修⼠号を取得
医学部卒業⽣は修⼠号相当

専⾨性＆即戦⼒語学⼒

英語はマスト、プラス
フランス語、スペイン語など
TOEFLまたはIELTSのスコア

専⾨性を証明する職務経験
海外経験

ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー（JPO）を⽬指す



５．ジュニア・プロフェッショナル・オフィサー（JPO）

若⼿の国際機関への登⻯⾨

外務省国際機関⼈事センター

年に1回⾏われる選抜試験に合格すれば、実地研修を兼ね、国際機関に⼀定
期間（⽇本の場合は2年）の職務が可能

その間に国際公務員として必要な知識と経験を積み、ここで認められれば、
そのまま正式に採⽤されることもある

応募資格は35歳以下。国際公務員と同様に、英語やフランス語に⻑けている
ことと、⼤学院修⼠課程以上を修了した者。募集の対象となっている専⾨分
野を修めていることと、将来的に⻑期に渡って国際機関で働く意思を持って
いることも、採⽤の重要な要素



６．JPO試験の概要
応募

第１次審査
MOFAによる書類審査

第２次審査
UNDP/WFP/OECD/OPCW/ICAO

の各機関による審査。
書類審査、⾯接審査

第２次審査
それ以外の国際機関は
MOFAによる⾯接審査

合格者はMOFAから各国際機関に推薦
され、更に国際機関の⾯接審査

合格



７．⻑期的なキャリア戦略

まず、専⾨分野を定め
て修⼠号を取得
その間、条件が整えば
留学等で海外経験を積
む
⼤学院卒業後、職務経
験を積む（企業、JOCV, 
専⾨調査員、コンサル
タント等々）
職務経験を積みながら
JPO試験を受ける（３
５歳までのチャレン
ジ）

JPOまで JPOとして
勤務

国際機関の
職員

国際機関でどのくらい勤務するか
はライフスタイルによって選択
国際機関勤務をキャリアパスとし
て経験を他で⽣かすことも可能

JPOの
経験を他で

⽣かす

国際機関の
経験を他で

活かす

定年まで
勤務

国際機関のコンテクス
トに慣れる
業務レベルの語学⼒を
磨き続ける
勤務で評価される
⼈脈を作り次のポスト
を探す



⾃分の可能性を信じて、⼀歩踏み出しましょう

END
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キャリアセンターからのお知らせ

1
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国連・国際機関で働きたい人のためのセミナー
申込

受付中

2021年11⽉25⽇（⽊）
18:00 19:30（Zoom）

⽴命館⼤学OBで、国際連合⼈間居住計画
（UN Habitat）勤務の先輩が登壇 
また、外務省国際機関⼈事センターの⽅に
よる、国際機関への応募⽅法もお伝えいた
だきます。

申し込み

セミナーのお知らせ

https://bit.ly/3kzfxaE https://bit.ly/3x7OFSf

企画詳細
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Beyond Borders Plaza Guest Speaker Event 
Introducing Japan 
Model United Nations,2022(JEMUN)

申込
受付中

2021年11⽉2⽇（⽕）
12:20-13:30（Zoom)

BBP企画のお知らせ

https://bit.ly/3nhqP3t

企画詳細

Professor Todd Thorpe, organiser of Japan
English Model United Nations, will introduce
this event to us! Any students are welcome to join!

Language English

近畿⼤学のソープ トッド准教授より「模擬国連」イベントを
紹介していただきます。どなたでもご参加いただけます 

⾔語 英語
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お疲れさまでした お疲れさまでした 

本⽇の企画について、アンケートにご協⼒ください。

https://bit.ly/2YXDa4e

アンケートへのご協⼒をお願いします 投影のみ


